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Ｄｅｐａｒtｍｅｎt　of　Ｓｃｉｅｎｃｅ Ｅｄｕｃａ前町Ｆａｃｕltｙ　of　Ｅｄｕｃａtiｏｎ
A秘。ｇｅｎｅtiｓｃｈｅｓＰｒimipbezeichnet Wagenschein das Verfahren (Unterrichtsprinzip), das
den Weg der kontinuierlichen, kritischen und kreativen ｡ＷｉｅｄｅｒｅｎtｄｅｃｆｅｕｗｇｄｅｒＮａtｕｎｕiｓｓｅｎ-
ｓchaft　ｖｏｎ Ａｎｆａｎｇ　ａｎ“an der Hand herausfordernder und aufschlieβender Probleme, die uns
die unpraparierte Wirklichkeit aufgibt, fuhrt. Die vier wichtigsten Komponenten, aus dennen
sich ｄａｓｅｅｎｅtiｓｃＫｅＰｒｉｎｚｉｐkonstituiert, sind das Prinzip deｒ。Ｋｏｎtinｕiぽ“。,Ｓａｃｈｇｅｍａｐｈｅｉt“，
｡ｅｍｏtｉｏｎａｌｅｎ　Ｍｏｍｅｎtｅ“und ｡Ｅｉｎｗｕｒｚelｕｎが（｡Ｅｎｒａｄｍｅｎt“）.Ｆｉｉｒ　ｄａｓ　ｇ心証ｓｃｈｅ
Ｐｒｉｎｚip
scheint aber der Begriff deT。Ｅｉｎｗｕｒｚelｕｎｇ“ vor allem im engeren Sinn unnter diesen
Prinzipien zentral und symbolisch zu sein. Dem gi心証ｓｃｈｅｎ　Ｐｒinｚipliegen die Vorstellung
von Bildung, daβsie sich nicht mit den allerart Spaltungen vertragt, der anthropomorphische
Begriff der Natur, daβsie als unterstiltzende 狛ｒ den zur naturwissenschaftlichen Entdeck･
ung fuhrenden Einfall verstanden wird, und die Auffassung von der Naturwissenschaft als
etwas Werdendes, zugrunde｡
　　　　　　　　　　　　　　　　その一因があるといってよい。科学的というよ
序
　ヴァーゲンシャイン(M. Wagenschein)は，
1988年４月３日，91歳の生涯を閉じたのである
が，彼の科学教授論に対してはこれまで高い関
心が寄せられてきた1）。言うまでもなく，彼の名
は，範例的教授・範例方式の中心的推進者とし
て，我が国においてもよく知られている。彼の
科学教授論がこのように高い関心を呼ぶのは，
無論その教授構想の独自性にもよっているが，
何よりそれが長年にわたる実践によって裏付け
られているという事実にも起因していると思わ
れる。
　しかしながら，彼自身がその科学教授論を体
系的に論じているとはいえないし，いわんや精
緻化された理論として構築しているとはいい難
い。これについては，彼独自の表現方法にも，
りはむしろ詩的に時折語ったり，｢陶酔に陥りや
すい表現法｣2)がこれにあたる。このことがま
た，他者による，彼のこれほど豊饒な科学教授
論の体系化を阻んでいる主たる要因の一つでは
なかろうか。ボルノウ(０.Ｆ.ＢＯＩｌｎｏｗ)によれ
ば,ヴァーゲンシャインのこのような表現法は，
｢自分自身の方法についてはたどたどしくしか
語れない｣という傾向に通じるもので，これは
しばしば偉大な実践家に見受けられるものであ
る。それゆえ我々の課題はむしろ，｢多様に変化
する表層の背後に，恐らく明確には述べられて
いない本質を際立たせること｣にある，とい
う3)。
　ところで，特に1960年代後半以降のヴァーゲ
ンシャインの科学教授論は，発生的教授
(genetisches Lehren)論と名づけられている。
この教授論も高い評価を集めている。現に，ロ
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－ト(H. Roth)は，ドイツ教育審議会の諮問を
受けて，ヴァーゲンシャインの｢発見的・発生
的方式｣が教員養成の眼目になるべきである，
と提言している4)。発生的教授論及びその中心
的原理である発生的原理(gnetisches Prinzip)
についても度々論及されてはいるが，十分体系
化されているとはいえないし,･構造的に論じら
れている訳でもない5)。この事態は,西ドイツに
おけるヴァーゲンシャインの教育学研究の第一
人者であるケーンライン(W. Kohnlein)におい
ても変わりはない。ケーンラインは，発生的原
理・発生的教授論にかかわる様々な概念・観念
に言及してはいるものの，あ=まりにも多数・多
様な概念・観念をとり上げていることによるた
めか，それらの概念･観念相互の異同及び関係，
そしてそれらが発生的原理・発生的教授論にど
のように構造的にかかわっているか等について
の解明に必ずしも成功しているとはいえな
しび)。
　そこで小論は，発生的教授論の中心的原理で
ある発生的原理の構造的解明を目的とする。そ
のために√発生的原理がいかなる目標を有し，
いかなる構成要素からなり，それらが発生的原
理の中でいかなる構造を成しているか，こうし
た点をヴデーゲンジャインの教授論の背景にあ
る基礎的諸観念とのかかわりから分析・解明す
ることにする。
IT　発生的原理の目標と規定
　発生的原理が，教授の原理として，いかなる
要素からなり，どのような構造をしているのか，
そして教授の構成や展開にどのような方向性を
与えるのか，これを問うには先ず，発生的原理
が何を目指しているかが明らかにされねばなら
ない。
　ヴァーゲンシャインは,｢その[発生的原理の]
目標は，一現象に魅了されて一科学を理解する
こと，言い換えると，科学を洞察すること
(durchschauen)を学ぶことである｣7)，と述べて
いる。これは学習者の側から見た場合の目標表
明であるが，これを教える側から言えば,下科学
を理解･ﾄ洞察する万=ことを教える｣こどになる。
この｢理解を教える｣(Verstehen Lehren) とい
う目標は，ヴァーゲンシャインの教授論におい
で，繰り宍返し表明啓れている?)。しかも，｢理解
を教えくる｣▽という目標を強調するのは，それが
単に教授の課題であるということには留まらな
い。それを越えて√｢理解は人間の権利である｣9)
との主張に表われているように，ヴァーゲンシ
ャインは，人間の基本的権利として｢理解｣を
重視しているのであ=る。こめ背景には，科学を
理解した市民の育成1゛)という，より高い目標が
ある。そしてこの目標は，一方では科学を理解
していない多数の十般市民どレ他方では小数の
科学者とに二分された社会の分裂状況を克服す
ることを狙っているのである。このような分裂
ぱi科学:の敵視や,……逆に無批判な科学信仰に導
くおそれのあるもので，それらはいずれも社会
の安寧にﾚとっては深刻な問題である。ヴァーゲ
ンシャ子ソは度万々ﾉこの種のｹ懸念を表明してい
る11)。したがって√彼が｢理解｣をこれ程までに
重視するﾉのは，それがひいては社会的安寧の鍵
を握って万いると捉尚之/でいるからにほかならな
い。ちなみに，理解(Verstehen)という語に代
えて，洞察(durchschauen)という語を使いだ
しためも√｢科学を理解した市民の育成｣という
上述の意図をより鮮明にするためであった。
　ところで，ヴア十ゲンシャインは，発生的教
授が｢二般陶冶｣,しあるいは使い古されたこの言
葉に代えて，｢人間形成｣(Formatio)を目指し
ている1低十というレ彼は，こﾚの｢人間形成｣を明
確に定義してはいない。その＼3つの徳性をあげ
ているだけであるノそれらは，今日の教養人に
斯待されごる徳性ｹぐ√生産的創意(produktive
Findigkeit),根付:き(enracinement, Einwur-
zelung)√批判的能力(kritisリhes Vermogen)
である則ﾉこめ目標令これら頑徳性は,言ってみ
れば，発生的教授が目指すべき人間像√あるい
はその人間の資質を言い表わしたもので，発生
的教授尚究極的目標七いえる:。このよう∇な人間
像，資質は,ﾆ先に述べた，科学を理解した市民
が具備すべき徳性と決して相反するものではな
い。このよう忙√発生的教授の目標が多様に表
現されるのは，具体的一抽象的，特殊的一一般
的など，教授の目標の様々なレベルで，これら
の目標が表現されているためにほかならない。
いずれにせよ，上述の「科学の理解を教える」
ことが，発生的教授の直接的目標と捉えられて
よい。それゆえ，この「理解」概念の捉え方に
よって，素材の選択や教授の方法及び教授の組
織のあり方が規定される14），と言明するのであ
る。この言明に端的に示されているように，こ
こでいう「理解」には，発生的教授論において
特別な意味と重要性が帰されている。それゆえ
この「理解」や「理解を教える」ということの
意味を吟味することなしには，発生的原理を十
分解明し得ないのである。
　ヴァーゲンシャインにとって，「理解」すると
は,一つには，「現象の上に立つこと」15）（Stｅｈｅｎ
auf den Phanomenen)を意味している。つま
り「現象との関連性」こそが「理解」の必須の
条件なのである。例えば，物理学を理解すると
は，（現実関連の全範囲からゆるぎなく，物理学
を生じさせること⊥P6）なのである。今一つは,（非
分裂性が理解を意味する丿）のである。つまり
「連続性」もまた「理解上には決して欠くことの
できない要件なのである。これらから，ヴァー
ゲンシャインのいう「理解」では，「現象との関
連性」と「連続性」が重要な位置を占めている
ことが指摘できる。これらに加えて，「理解は，
…自然科学一般がいかにして起こっているか，
そしていかにして起こるかを,経験すること」18）
であるともいうノけれどもこの経験はだれにで
も，無条件にできるというものではない。まさ
しく，この経験ができるのは，「自然の観察が
我々に呼び起こす二三の適切な問題設定に則し
て，自然科学を再発見する人だけ」なのであ
る19）。　　　　　　　　　十
　したがって，「理解」の意味についてのこうし
た分析から，「現象との関連性」，「連続性」及び
「科学の再発見」という概念が，いわば「理解」
を成立させる基本的条件を示し，一方，「自然科
学の成立を経験する」という規定が，いわば，
［理解］の本質的内実･範囲を示唆していること
が明らかになる。それゆえ，発生的教授の当面
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の目標である「理解を教える」というのも特別
な意味をもつ。すなわち「理解を教える」とは，
ある概念・法則などを，子どもたちがそれを信
じようと信じまいと，彼等がそれを認めざるを
えないように，例えば実験や観察を通して，子
どもたちに証明することではない。そうではな
くて，人類がいかにして，そのように何かを証
明するという考えに至ることができたのか，そ
して今でもできるのか，これを洞察させること
を意味しているのである2o）。
　ところで，ヅアーゲンシャインは，「発生的原
理」を次のように規定する。
　「諸問題の自覚から，［科学の］諸方法及び諸
概念の再発見(Wiederentwicklung)を声体験
(nachvollziehen)させることである。すなわち，
創造的，批判的，連続的に追体験させることで
ある。しかも，初源的自然の現実(primare
Natur-Wirklichkeit)の諸問題から，追体験さ
せることである。このような方法を『発生的』
教授原理と呼ぶ。」21）
　この規定は，「再発見を追体験させる」という
ように，ドイツ語特有のいささか回りぐどい表
現をしてはいるものの，発生的原理を包括的に
説明している。あるいは，この原理は次のよう
にも規定されている。
　「発生的原理は,予期せぬ現実がわれわれに投
げかける誘発的で開示的な問題をてがかりにし
た連続的，批判的，創造的な，『始めからの科学
の再発見』の道を行かせる。」22）
　こうした規定から,発生的原理が直接的には，
「科学の再発見」を目指していることが分かる。
しかしながら，こうした発生的原理の規定に現
われた「連続性」，「現実との関連性」，「科学の
再発見」という概念は，先に述べた発生的教授
が目指す「理解」の成立条件に関わる概念とほ
とんど同一である。これを見れば，発生的原理
が直接的には「科学の再発見」を目指してはい
るものの，その延長線上に，発生的教授の目標
である「科学の理解」，「科学を理解した市民の
育成」，「一般陶冶」を標榜していることがわか
る。むしろこれは当然のことである。発生的原
理はそもそも発生的教授の中心的教授原理であ
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り，発生的教授の目標達成のための原理にほか
ならないからである。
　ここで，単に「科学の再発見」ではなく，「始
めからの」という限定付きであることに注意し
たい。なぜ，「始めから」が問題なのか，発生的
原理を解明する上でこの問題を見過ごすことは
できない。ヴァーゲンシャインは，マッハ（Ｅ.
Mach)の次の命題をよりどころにしている。す
なわちそれは，「科学のささやかな始まり(be-
scheidende AnfSnge)が常に変わらぬその本質
を明らかにする」23），という命題である。科学の
始めは，数学的把握・洗練された精緻な実験な
どいわゆる知的装置にまだ覆われておらず，こ
の本質が何であるかを見通し易いのである。ヴ
ァーゲンシャインが「始めからの科学の再発見」
を強調する意味もここにある。とりわけ自然現
象についての「驚き」がこの本質に属している
のである。
　「科学の再発見」にはもう一つの限定がある。
発生的原理が目指す「科学の再発見」は，でき
上がった科学，あるいは科学の結果を単に再発
見することではない，ということである。すな
わち，科学の「生成」(Werden)こそが本質的
問題なのである。ヴァーゲンシャインは，こう
力説するのである。「発生的原理では，………’|｀青報
提供以上のことが問題である。すなわち生成が
問題である。専門的方法からのその結果の生成
のみが問題なのではなく，前科学的な熟考と言
語からの，この方法の生成がなお一層問題なの
である」24)と。
　既に別稿で指摘したように25），この「生成」概
念の重視が，彼の教授論の重点を「範例的」か
ら「発生的」へ移行させた主たる要因であるし，
またその移行過程で「生成」概念自体の変容も
看取できたのである。そして発生的原理で強調
される「生成」は，自然科学的着想の基盤にな
っている初源的自然の現実からの科学の「生成」
なのである。こうした「生成」概念の変容は，
自然科学のアスペノグトカラクターの認識に決定
的に関わっていた。この認識は，ヅアーゲンシ
ャインが自然科学の陶冶価値を論じる際の鍵概
念である。とりわけ，ここでいう「前科学的な
熟考と言語かﾉら｣という丁生成｣の出発点・起
源の限定に√彼が言うところの｢根付き土の概
念が深く関連ﾚしている。これは，後で詳しく述
べるが√発生的原理の中心的構成要素なのであ
る。ちなみに√ケーンラ不ンは，ヴァーゲンシ
ャインにおけるこうした｢生成｣の強調が，ゲ
ヘープ(P. Geheeb)の教育学の影響に由来する
ことを示唆している26)。　…………
上いずれせ≠;………発生的原理の直接的目標は｢始
めからの科学の再発見｣であり，いわばそれは
生成的再発見であるといえる。そして，この再
発見をどのように起こさせるか，その再発見の
プ白セスの＼あ;……り方を規定しているのが発生的原
理であるともぐいえよう。このあり方を規定する
主要な構成要素として少なくとも，既に指摘し
たようにけ連続性]に現象(現実)との関連性｣，
言い換えれ凪丁即事性｣(SachgemaySheit),｢驚
き｣，一般化ﾉし=七いえば｢感情的契機｣，そして
｢根付き｣の４つをあげることができよう。発生
的原理の規定にあった他の構成要素，つまり，
｢科学の再発見｣のプロセスを規定するその他の
構成要素寸あ:右▽｢創造的よ:……:｢批判的｣というも
のは，後程詳しく述べるように，上の４つの要
素に還元され得るものである。ゆえに，発生的
原理を根本的ｹに明らかにするには，この原理を
構成す乱少ｿ=なく丁とも上記のj4つの要素的原理が
詳しく解明さ＼れねばならない。
　Ill　発生的原理の構成要素
　発生的原理の解明には,上で指摘した4うの要
素的原理それぞれについて吟味する必要があ
る。ここで問題にしたいのは，それぞれの原理
がいかな
ダンシャイ
に由来し
ち√それは，ヴァーゲ
景にあるいかなる観念
，先に明らかにした発
生的教授の目標の主としてどの側面の達成を意
図しているもごのなのか，あるいはいかなる機能
をもち，教授jの構成・展開にいかなる方向性や
示唆を与えるﾉものなのか，である。
(1)連続性、
　ヅアーゲンシャインの教授論において,｢連続
性｣(Kontinuitat)とは，簡潔に言えば，子ども
の思考の初期の段階の豊かさを維持することを
意味している27)。あるいは,さらに一般的に言え
ば，第一の現実から第二の現実への移行が切れ
目のないことである2?)。ここでい仏第一の現寒
には，自然現象そのものと，言語の面では日常
語及び学習者がよくなじんでいる言語，つまり
｢母語｣が属し,＼一方第二の現実には，機械･装
置などの技術的所産，自然科学の概念・法則や
確立された実験方法など自然科学の成果，そし
て言語の面から言えば専門語が含まれる29)。し
たがって，第ブの現実から第二の現実へ切れ目
めない移行というのは,こ両者の間の継続性を維
持することである。しかしながら，[子どもの思
考の初期の段階の豊かさの維持]にしろ，｢第一
の現実と第二の現実との継続性の維持｣にしろ,万
[連皆陛]は，それらを固定的に維持することで
はない。無論，自然に対する向かい方の初期の
内的な形式を台無しにするように取り換えると
いうことでもない3o)。そうではなくて,｢連続性｣
は，むしろ自然についての本源的で,初源的で，
素朴な理解の仕方を忘れないこと31)を意味して
いる。すなわち｢連続性｣は，自然についての
子どもの素朴な思考・理解，あるいはそれにつ
いての日常語・母語での語り方を固定的に維持
するのではなく，またそれを完全かつ性急に否
定してしまうのでもなく，それらと自然科学的
な思考・理解様式とのつながりを十分につける
ことであると捉えられる。言ってみればこれは，
自然についての子どもの素朴な理解に対して，
｢変容を受けて維持する｣(Verwandelt-
Bewahren)という立場である。この立場は，シ
ュプランガー(E. Spranger)に由来するのでは
あるが，ヴァーゲンシャ千ンは，この立場を繰
り返し強調している32)。
　確かに，｢連続性｣の概念は，この｢変容を受
けて維持する｣という立場に由来してはいると
はいえ，ヅアーゲンシャインがこの立場を選択
すること自体，言い換えれば，上述の意味での
｢連続性｣を重視するのは，次のような基礎的観
念がその背景にあることを指摘できる。
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　それは先ず第＝･に，本論のIIで述べたヴァー
ゲンシャイ丿の下理解上論にかかわつている。
つまり√「科学の理解を教える」という発生的教
授の目標を達成する上での本質的・決定的要件
である「理解」が，「連続性」なくしては全く不
可能であるということである。ヴアj－ゲンシャ
インは,丁連続性の保障がなければ,理解があま
りに有なされ過ぎ，それゆえ長い間にはほとん
ど何に＼も記憶に残らない」33）というのである。こ
うした下連続性」に基づいた寸理解」を，彼は
「真の理解」，あるいは「根本的理解土と呼んで
いる。彼が語る寸理解」は通常この意味での理
解なのである。
　第二は,△彼め陶冶論，そしてさらにその背景
にある基本的人間観にかかわうている。これは
次のような論理に従っている。すなわち，先ず
「連続性」がなければ，我々自身が分裂するのみ
ならず,社会も分裂する34）,という基本的認識が
ある。無論この認識には，論理的飛躍があるこ
とは否定できない。この論理の展開の中に，中
間項として，上で述べた「連続性と理解との連
関」を入れると，この認識の論理もよく理解で
きる。つまり，そこには，「連続性―理解一個人
や社会の分裂」という図式がある，といっでよ
い。すなわちこの分裂状況は,個人においては，
「真の理解」をせず見かけの知識しかもたない状
況，彼が比喩的にいう精神分裂病という様相を
呈する。また社会においては，先に指摘したよ
うに,民主主義的意識の低下をもたらしへ社会
の安寧を揺るがしかねない一般市民と科学者と
の分裂という様相を呈する。そして個人の精神
的世界にしろ，社会にしろ，分裂という/状況は，
彼にとっ七本来陶冶とは全く相容れないものな
のである。ヴァーゲンシャインは，「陶冶がいか
なるものであろうとも,分裂とは相容れない」36）
と断言する６なぜ相容れないのか，彼は詳しく
論じてはいない。しかし，そこには彼の基本的
な人間観が下敷きにされていることだけは指摘
し得る。それは彼自身でさえ，一種の「信仰告
白」であると認める人間観である。彼が教授論
の様々な局面で言及するこの人間観は,「人間は
全き(ganz)ままでいることができるとごろで
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｡
万｡万………本｡=:･のj科学観jは説明
ﾋﾟﾉれば汀自然科学は
i
÷自然みずからが開
態度｣口]なのﾚである。
使:らす始めﾚか=ら自然
を分析的に捉える態度ではないというのであ
る。ここには，科学的探究の絶対的権威として
の自然観を看て取ることができる。この自然観
こそ√「現実の居合せ」が発生的原理で強調され
る第二の背景である。これらは，どちらかとい
えばより本質的な背景であるが，近年の教授状
況に関するより現実的な背景も看過できない。
それは，様々な教育機器や実験装置，測定器具
などを早くから多用することによって，教授の
中で丁自然現象［そのもの］があまりにも早く
から没落し,いわば埋葬されてしまっている」48）
という状況である。つまり，教授の中で自然現
象・自然の事物そのものが，言い換えれば生の
自然が無視されるか，軽視されているというこ
とである。こうした状況を克服しょうとする意
図も，「現実の居合せ」強調の背景にあるといっ
てよい。
　この「即事性」の本質的機能は，発生的教授
の課題である自然科学の「生成」の基本的条件
を保障するとごろにある。なぜなら，上で述べ
たように，自然科学がその上うに，つまり寸即
事性」に従って「生成」してきたゆえに，まさ
しくこの「即事性」が自然科学の「生成」の基
本条件にほかならないからである。とりわけ，
先述の発生的原理の規定に見られたように，こ
の「生成」の発端である問題の自覚はこの原理
の眼目であるが，まざしく「即事性」がこの問
題の対象とそれを自覚する基盤を提供するとい
う機能をもっているのである。そして,「即事性」
は，現実との関連という点で，「理解」の基本的
要件であるし，他方で，発生的教授が目指す人
間像の徳性の一つけすなわち創造性を誘発する
という機能がある。それというのも，「不可思議
な現象に気づく際に，発見を導くささやかな徴
候を解釈する彼の熟考（彼の創造性）が誘発さ
れる」49）からであるレ
　「即事性」の原理，つまり「現実の居合甘」を
保障するには，教授にどのような方向性を与え
ればよいのか。標語的にいえば，「事実が語らね
ばならない/」5o）（ＳａｃｈｍｕβΓeden!），「現象を
救え/」51）（Ｒｅttｅtdie Phanomene !）というこ
とである。ヴァーゲンシャ子ンは，ただ単に，
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自然の事物・現象そのものを重視せよというば/
かりではなく，教師がまさしくそうした「現実
の居合世」への道を開く方略=として，次の５つ
め具体的指示をあげている52）。①子どもたちめ
直観のために十分な時間を与えなければならな
い。②子どもたちの軽信や饒舌j（噂）に対して，
冷静であるが決して不遜にならずに疑いを持
つ６③健全な人間として生徒がもっている理解
力を鼓舞する。④探究の対象（つまり自然）が，
みずから語ることができるまで，十分忍耐強く
生徒たちに問いつづけさせる。そして，そのよ
う七すればこの対象自体が答えるに違いない，
という生徒の自信と対象に対する信頼を強化す
る。⑤理解に不必要で，早すぎる数学化や測定
を放棄する。･。
　ここで付言しておきたいのは，いくら「即事
性」を重視するとはいって仏ヴァーゲンシャ
インが√抽象化する能力や知性の育成に反対し
ているのではない，ということである。彼は，
知性を自然現象から全く切り難し孤立化させる
ことに反対しているのであって，現象へ逃避す
ることではなく，現象の優位を主張しているの
である53）。
　(3)感情的契機
　発生的原理を構成する第三の要素的原理は,ト
感動や驚きなど丁感情的契機｣を重視するとい
うことである。この契機の一般的な意味につい
ては説明を要しないだろう。むしろそれはどう
いう形で発生的教授に現われているかを示すこ
との方が，発生的原理の構成要素としてそれが
有する固有の意味を鮮明にできると思われる。
発生的教授の始めには｢感動させる問題｣があ
る。例えば，地質学の教授過程の場合では，そ
の最初に地殻の変化を示す様々な写真が提示さ
れる。そこには，崖錐，落石，雪崩，氷河，氷
堆積，谷，滝，波打つ海岸，三角州などが写っ
ている。これらの写真を見て，生徒たちには次
のような問いが容易に浮かぶという。すなわち，
｢それはどのような結末になるのか｣，といケ問
いである。この問いは，不安になる，という意
味で感動的で，ゆえに思考を動かし，つまり動
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ユー－レに通っただけの農家の少年が，地球は太
陽の周りを回っているのだ，と呑み込み良く口
真似するので，ピタゴラスよりも多くのことを
知っている，というように通常考史られている。
実際のところ彼は，その天体をもはや観察して
はいないのである。授業のなかで語られるかの
太陽は，彼が見ている太陽とは，彼にとって何
等かかわりがないのである。彼は，彼の周辺世
界の経験の総体から引き裂かれている。」64）
ヅアーゲンシャインは，この農家の少年に欠
けているもの，あるいは所謂教養人に欠けてい
るもの√つまり「自分の周辺世界の経験を保持
すること」を，ヴェーユの当該概念を援用して，
「根付き」と呼んでいるのである。この説明だけ
を見れば，「根付きよというのは，自然科学的概
念が言葉だけで捉えられるのではなく√子ども
の周りにある，科学的にはまだ捉えられていな
い自然の事物・現象そのものとの関連性を持ち
続けることである，と解されよう。そうすると，
「根付き」の概念は，前に詳しく論じたように，
「第一の現実と第二の現実との継続性」を意味す
る「連続性」の概念，そして「現実との関連性」
という点で「即事性」の概念と極めて類似して
いる，と捉えることもできる。実際√ヴァーゲ
ンジャイン自身も，「連続性（根付き）」65），「『根
付き』つまり現実との関連性」66）といった表現を
している。こうした表現は「根付き」，「連続性」，
「即事性」がほとんど同一の概念であることを示
唆しているといえる○　　　　’
　しかしながら，結論的に言ってしまえば,汀根
付き］の概念のこのような捉え方は，広い意味
での捉え方といい得るものではあるが，「根付
き」の概念は，決して「連続性」の概念にも，
［即事性］の概念にも解消されてしまうものでは
ない。いってみれば，狭義の「根付き」の概念
こそ問題である。「根」についての次の説明がこ
のごとをはっきり示している。これはフレネル
の光波の実験を例にとりあげた説明である。
　光波が存在することを知っている一般の人々
が，私はそれを一体どこから知っているのか，
と自問するとき，大抵念頭に浮かぶのは，「フレ
ネルの反射実験」である。この実験は十分納得
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の行くものである=にもかかわらず，この実験に
納得した多くの人にさえ，フレネルが，光は波
であるどいうこめ着想をどこから得たのか，と
いう疑問が残る。「フレネルが既に以前からごの
波について多くのことを知っていたに違いない
ことは疑い得ない。明らかに，彼は，この波を
実に巧みな方法で，完全にかつ測定可能なよう
に，捉えようと思ったのだ。彼はこの波につい
で既に気づいていたに違いない。というのは√
もしもこめ波が汀存在する丁ならば，それはこ
うした不自然な装置がなぐとも，自然の中で生
じて卜るし，それはどうしてもそれ自体から注
意を引き付けたに違いないからである。二しかし
光と色にあふれた明るい庭の中のどこに，この
波にういての唯ニの徴候(Anzeichen)があるの
か，あるいは，我々が正しく，そじて現実に近
い形で言えば，『周期院』についての唯一の徴候
はどこにあるのか。こ･の点で，我々のほとんど
の場合，その根は既=に引き抜かれるか，もしく
は忘れ去られてしまっているのである。そして
まさしくこの根が陶冶的なのである。」67）
　ごの説明から，「根付き」の概念の核心が読み
取れよう。つまり「根」とは，自然科学的概念
jを思いつく契機となる特定の自然現象である。
換言すれば自然科学的着想の基盤としての特定
の自然現象である。「根付き」の概念では，した
がって，「連続性」の概念が内包する「第二の現
実と第二の現実との継続性」のうち「第一の現
実」が一層限定されているといえる。同様に，
「即事性卜の概念がカバーする現実･現象一般よ
りも一層限定的な現実に「根付き」の概念はか
かわっているといえる。つまり「根付き」は，
そうした限定された「初源的自然の現実」につ
いての経験め継続性を示す概念である。これこ
そ狭義の「根付き」概念といい得るものである。
このjように「根つき」の概念を詳細に検討して
みﾉると，ヴァーゲンシャイン自身，広狭両義を
有する下根付き」の概念それ自体を，そして「根
付き」の概念と「連総院」及び「即事性」の概
念とを明確に使い分けていないことは否定でき
ない。
　イ連続性」及び「即事性」の概念よりも一層限
　６４　　・・　．・．・　　　．･･．･高知大学学術研究報告………第尊ﾉ脊…………(lj聯年卜卵爺科学……
I
ﾆ………万･.･.･.･　.･　.･.・　　　　・　･･
定的な概念と捉えた方が√発生的原埋めヰ1心的十六原理が√ﾉ教授に対俗七与え＼る宍示唆や方向性につ
概念としでことのほか強調さ＼れるﾀﾞ｢根付き｣=の△　卜ずﾚ払＞モれぢｿﾞは√:｢連続性｣,……J｢只口事･吐｣万と軌を
概念低よしりニ層鮮明に捉え八れようよこの連……☆に∧ﾄﾉ=で特有抑卜えこ
I:=乱j………jしゐI一万jし:これjtこ力口=えて，
関で彼は,寸｢発生的｣に進行すると=は,:し[初源的白……｢I;
自然のト最初の徴候から実験に至る途筋乞土そ……………巨
れに続く第二の段階,ソ?＼まﾉ=り実験かjら最終的な………i
多分定量的に公式化され=た洞察に至る段階ど,く十丿丿
少なくとも同様に重視す=るしこノとだけを意味す／ず
る｣68)ﾚと言明しているノこの言明:にょれば｢発………と
生的｣とは,寸最初の徴候か回ら/実験へ至る途筋｣＼ぶ
の重視ども言い換え＼られ得るのである６－方i………ニ
ただ単に｢第一の現実と第二の現実との継続性｣………｢
ではなく,∧こごでいう寸最初の徴候か/ら実験へ………t･1･.万
至る途筋｣の継続性･連続性こそ,イ根付き｣と上干
しても捉えﾄられ得くる＼ものであるノごのことレは先………1=拐
のフレネ歩の実験の場合のT根上についての説ヶレに
明から明らかであるレそれゆえ√｢最初め徴候か……や
ら実験へ至る途筋｣ﾆの重視である，とも換言し………栢
得る＼｢発生的｣＼の概念にとﾉつては、まさししぐこト　]も七突ﾚぱ/2ﾚ
.､~ゝ人fr^r- ..~.J.l､i.J-･..l.i･.･ゝふj.ふ..!.r..･.J.4..-F..、.-.｢-「←.rr4　1　　1.･こ.･｣･･‥･/.･∴.･ ･l
四途筋の継続性ﾔ･連続性を意味するノ｢根付き丁
こそ，その基軸ともいい得る概念で＼あ＼る。ヶヅア
こI==る万万乙………j･し.'･i^･･し･こ･れjlこ力[i=･えて，
牡り＼ね=け√自ｿ然の中にある，
;盤ﾌﾟと……=じず:の宍
ヶj｢徴候士に着目
十イ∧ンがいうところ
/に=甘い=で重視するこ
l/でj臨ﾉ実験装置や器
のを阻む
/教授凪
づ==す]……置.･き:換･え･ら･れて
いﾉもﾉのｿに＼さ/れていない
耳を立てて,……そ:こ力ゝら
6しる。,ちなみ
唐思い付か
ヤイヶンが指
:の指の間，
ﾚして遠,ぐ離
る明暗から
ーゲシシヤイ
…
…シがＴ根件き土の概念を発生的原
犬
＞……………レレjレ…………∧=………レフ…………レ]………万1ゾ………ニ……ゾ
=
/j
.
: ニ…… づ ……………レ…………レ………j………
理の中心的概念として位置サけるの
ヅも√そして　ニ………万=万jIこＶニ万万宍=jj=万発生=的原理め構造＼……=jノニ…… …ニ==ノ…………＼……　………
｢根付き｣の概念には√彼の特異な自然観がその
基底にあることは否定できな:い。例え｡ば√(いわ………こ=
ば自:然から目配せさいれて告げられた発見呻)七……3＼
いった表現に象徴される自然観が/これである。………力?
これはいって｡み。れば｢自然科学的着想の=援助者十す
としての擬人的自然観｣といこい得/るものである。………をj
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「即事性」の原理は,∧ごの丁連続的理解」のプロ
セス全体の内容的，いわば客観的条件の保障を
目指しているノつまり「即事性」の原理は，発
生的原理が方向づける教授―学習過程の内容
的･客観的側面のあり方を規定する原理である。
他方，「感情的契機」重視の原理は，そうした「連
続的理解Jir生成的再発見」を遂行する動機づ
けを行ない，子どもが自己活動的・主体的に，
科学の再発見を行ない得る心理的条件を規定す
る。この原理も，「即事性卜の原理同様,十「連続
的理解」，「生成的再発見」のプロセス全体にか
かわっている。しかし，「即事性」の原理が，こ
のプロセスの客観的条件を保障しようとするの
に対してi「感情的契機」重視の原理は，いわば
このプロセスの主観的条件を保障しようとして
いると言える。つまり，こめ原理は，発生的原
理が方向づける教授一学習過程の主観的側面の
あり方を規定する原理である。とはいえ，「即事
性」の原理と「感情的契機」重視の原理とは決
七て相反する原理ではない。また両者は分離し
ては考えられない。それというのも，先述した
ように，「感情的契機」重視の原理は何より「即
事性」に基づいて始めてその効力を発揮し得る
からである。
　そして「根付き」の原理は，特に狭い意味ｻご
の「根付き」の原理は，自然科学的着想を生む
基盤としての特定の自然現象に視点を集中する
ことによって，一方で「即事性」の原理がかか
わる現実を一層限定的に捉える。他方でこの現
実の限定も含めて,丁連皆陸」の原理がかかわる
［科学の生成］の全プロセスではなく，まさしく
その「生成」の出発点としての特定の自然現象
とのつながりを維持するどい与点で,狭義の「根
付き」の原理は,寸連続性」を維持する範囲を限
定している。しかしながら,▽この「根付き上こ
そは「科学の生成的再発見」の出発点・本質的
契機なのである。いわば，「根付き」の原理は，
「連続性」，「即事性」の原理を集約，先鋭化して
いる原理とも言い得る。それゆえ，発生的原理
を象徴する原理であるども言い得る。このよう
に理解すれば,ヴァーゲンシャインが,「根付き」
の原理を発生的原理の中心原理として位置づけ
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ていることにも首肯できよう。とはいえ無論，
広い意味での「根付き」の概念が「連続性」，「即
事性」の原理と重なる原理であることは，ここ
で改めて確認するまでもない。
　ところで，発生的原埋め形成には,い当然のこ
とながら,上これら要素的原理の背景にある種々
の基礎的観念が関与している。その観念の二う
が，個人の精神にしろ，社会にしろ，いかなる
分裂をも容認しない陶冶観である。しかも，こ
の陶冶観の起源を探れば√人間の分裂状態を一
切峻拒する，ヅア六ゲンシヤイシの人間観にま
で遡ることができるものである。これらの観念
が発生的原理において「連続性」を重視する契
機になっているのである。二つ目め観念が，感
動こそ陶冶の本質的契機と捉える陶冶観であ
る。この陶冶観も看過できない。これが発生的
原理において「感情的契機」を重視するという
特質の形成に深くかかわっているのである。そ
してさらに√基礎的観念としでの科学観につい
ていえば,「我々の科学を，成立した科学ではな
く生成しつつある科学として，また我々の背後
にある層［つまり過去の科学］においても生成
しつつある科学としてみる必要がある」74）,とす
る生成的科学観が発生的原理の最基底にある科
学観である。このような性格の科学を再発見す
＼ることを目指す発生的原理では，でき上がった
科学を受容することではなく，科学菊「生成」
することを必然的にその中心軸に据える。これ
と同時に学習のあり方についてのヴァーゲンシ
ャインの認識にも，「生成」重視という基本方向
を確認することができる。それは「成長途上に
ある人(der Werdende)は生成するもの(das
Werdende)に即して最も効果的に学習す
る」75），という学習観である。これらの科学観，
学習観が発生的原理で「生成」が重視される根
拠でもある。 ま:た，科学的探究の絶対的権威と
しての自然観や「自然科学的着想の援助者とし
ての擬人的自然観」も，発生的原理における「即
事性」の重視や初源的自然の重視，そしてささ
しやかな自然の徴候，つまりイ根」への着目など
　に決定的にかかわっている。少なくとも，ヴア
　ー¬ゲンシャインの有するこれらの観念が発生的
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